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Oracle Solaris 11.1仮想化環境の紹介

サーバーの仮想化によって、相互運用性の制約をバイパスできるようになりま
す。仮想化を使用することで、サーバーリソースをより効率的に使用することに
よってサーバー使用率を改善し、データセンターの電力消費を削減できます。仮想
化は、ハードウェア、インフラストラクチャー、および管理タスクを共有すること
によって複数のホストおよびサービスを単一マシンに統合するというニーズから生
み出されました。

仮想化テクノロジは、ハードウェア、ソフトウェア、およびファームウェアを通じ
て実装されます。このドキュメントでは、次のトピックを扱います。

■ 5ページの「Oracle Solaris 11.1仮想化テクノロジ」
■ 7ページの「Oracle Solarisゾーンの概要」
■ 9ページの「Oracle VM Server for SPARCの概要」
■ 10ページの「Oracle VM Server for x86の概要」

Oracle Solaris 11.1仮想化テクノロジ
仮想化の目標は、個々のデータセンターコンポーネントの管理からリソースの
プールの管理に移行することです。サーバーの仮想化は、個々のシステムの隔離を
維持することが必要なサーバー統合プロジェクトで成功を収めるために重要です。

サーバー仮想化で成功を収めると、次のメリットが得られることがあります。

■ ハードウェアの利用率を高めます
■ より柔軟なリソース割り当てを可能にします
■ データセンターの電力要件を削減します
■ 管理コストを最小化します
■ 保有コストを低減します
■ システムのアプリケーション間に管理上およびリソース上の境界を設けます

1第 1 章
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仮想化テクノロジモデル
仮想化モデルは、次に示す競合する特性によって説明されます。

■ 実行環境の隔離の程度
■ リソースの柔軟性の程度

モデルが提供する隔離の程度が大きくなる程、リソースの柔軟性は小さくなりま
す。モデルが提供するリソースの柔軟性が大きくなる程、隔離の程度は小さくなり
ます。これらの特性は競合するため、単一モデルによって最大化することはできま
せん。

Oracle Solaris 11.1は、次のすべての仮想化テクノロジモデルで使用できます。

■ オペレーティングシステム (OS)仮想化は、単一のOSインスタンス内に 1つ以上
の隔離された実行環境を提供します。各環境では、OSの専用コピーのようなも
のがコンテナ内に格納されます。OS仮想化モデルはネイティブに近いパ
フォーマンスと柔軟性を提供し、仮想マシンまたは物理ドメインに比べてディス
ク、RAM、およびCPUフットプリントがずっと小さくなります。ただし、OS仮
想化モデルが提供する実行環境の隔離の程度は最小となります。

Oracle Solaris 11.1は、Oracle Solarisゾーン製品によってこの仮想化モデルを実現
します。

■ 仮想マシンは単一のハードウェアリソースセットで複数のOSインスタンスを実
行するために使用できます。作成する各仮想マシンは独自のOSを実行しま
す。この方法で、さまざまな種類のオペレーティングシステムを実行できま
す。ソフトウェアまたはファームウェアハイパーバイザによって、各ゲストOS
インスタンスがあたかも専用の個別システム上で実行しているような錯覚が作り
出されます。仮想マシンは、OS仮想化を使用するマシンに比べて提供するリ
ソースの柔軟性は小さいですが、隔離の程度は大きくなります。

Oracle Solaris 11.1は、Oracle VM Server for SPARC、Oracle VM Server for x86、および
Oracle VM VirtualBoxによってこの仮想化モデルを提供します。
Oracle VM VirtualBoxの使用についての詳細は、Oracle VM VirtualBoxのドキュメ
ント (https://www.virtualbox.org/wiki/Documentation)を参照してください。

■ ハードウェアパーティションは物理ドメインとも呼ばれ、実行中のOSと、それ
と別個のリソースおよび電源のセットとの間に物理的な分離を設けます。このモ
デルではハイパーバイザを使用しないため、ベアメタルパフォーマンスが提供さ
れます。この仮想化モデルは隔離の程度が最大となりますが、仮想マシンまたは
OS仮想化モデルに比べてリソース構成の柔軟性がずっと小さくなります。
Oracleは、Oracleの Sun SPARC Enterprise Mシリーズサーバー上でこの種類の仮想
化を提供します。詳細は、Oracle SPARC Mシリーズサーバーのドキュメント
(http://www.oracle.com/
technetwork/documentation/sparc-mseries-servers-252709.html)を参照してくだ
さい。
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仮想化モデルの選択
次に、Oracle Solaris 11.1の各仮想化テクノロジを環境内で使用する方法について説明
します。

■ ワークロードの効率およびスケーラビリティーを最大限に高め、Solaris 8、Solaris
9、Oracle Solaris 10、およびOracle Solaris 11のワークロードを新規ハードウェアシ
ステムに移行するには、Oracle Solarisゾーンを使用します。

■ SPARCチップマルチスレッディング (CMT)システム上にOracle Solaris 10とOracle
Solaris 11という異なる環境を配備するには、Oracle VM Server for SPARCを使用し
ます。

■ Oracle Solaris 10 OSやOracle Solaris 11 OSなどをゲストとして含む異機種オペ
レーティングシステムを持つサーバーを配備するには、Oracle VM Server for x86を
使用します。

■ ソフトウェアを異機種環境で開発およびテストするには、Oracle VM VirtualBoxを
使用します。

Oracle VM VirtualBoxは、既存のオペレーティングシステム上で、変更されていな
い 32ビットおよび 64ビットのオペレーティングシステムを、IntelおよびAMDプ
ロセッサ上の仮想マシンとして直接実行できます。

■ 隔離された複数のドメインに異なる種類のOracle Solaris 10およびOracle Solaris 11
オペレーティングシステムを配備するには、Oracle SPARC Mシリーズサーバーを
使用します。各ドメインは、他のドメインからの分離および隔離をMシリーズ
サーバーのソケットレベルで提供するか、電気的な隔離を提供するためにボード
レベルで提供します。各ドメインでは、バージョンの異なるOracle Solaris 10また
はOracle Solaris 11 OSを実行できます。

また、ワークロード密度を最大化するために、仮想化テクノロジを併用することも
できます。たとえば、Oracle Solaris仮想マシンまたはドメイン内で複数のゾーンを構
成して、さまざまな仮想化テクノロジの利点を活用できます。

Oracle Solarisゾーンの概要
Oracle Solarisゾーンパーティション分割製品はOSサービスを仮想化し、隔離された
セキュアなアプリケーション実行環境を提供します。ゾーンはOracle Solaris OSの単
一インスタンス内に作成される仮想化OS環境です。

ゾーンを作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、シ
ステムのほかの部分から隔離されます。この分離を行うことで、1つのゾーン内で稼
働しているプロセスがほかのゾーンで稼働しているプロセスを監視したりそれらの
プロセスに影響を及ぼしたりすることが防止されます。root資格で実行されている
プロセスであっても、ほかのゾーンの活動を表示したり影響を与えたりすることは

Oracle Solarisゾーンの概要
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できません。Oracle Solarisゾーンを使用すれば、ハードウェアリソースを同時に共有
しながら、1サーバーあたりに 1つのアプリケーションという配備モデルを維持でき
ます。

また、ゾーンにより、アプリケーションを配備するマシンの物理的属性からアプリ
ケーションを分離する抽象層も提供されます。属性の例として、物理デバイスパス
があります。

ゾーンはOracle Solaris 10 OSまたはOracle Solaris 11 OSが稼働する任意のマシンで使
用できます。システムに作成できるゾーン数の上限は 8192です。単一システム上で
効果的にホストできるゾーンの数は、次のことによって決定されます。

■ システムのサイズ
■ すべてのゾーンで実行されるアプリケーションソフトウェアの合計リソース要件

Oracle SolarisゾーンおよびOracle Solaris 10ゾーンは、アプリケーション用の機能が完
備された実行環境のことです。ゾーンは、アプリケーションからプラットフォーム
リソースへの仮想マッピングを提供します。ゾーンを使用すると、Oracle Solaris OS
の単一インスタンスを複数のゾーンで共有しているにもかかわらず、アプリ
ケーションコンポーネントを互いに隔離できます。Oracle Solarisリソース管理機能に
よって、ワークロードが受け取るリソースの量と種類を明示的に割り当てることが
できます。

ゾーンはCPU使用量などのリソースの消費量に制限を設けます。これらの制限
は、ゾーン内で実行されるアプリケーションの処理要件の変化に適応させて拡張で
きます。

ゾーンはハイパーバイザを使用しないため、ネイティブに近いパフォーマンスを提
供できます。ハイパーバイザがないということは、仮想入出力リクエストを物理デ
バイスに渡すのに必要なオーバーヘッドのレイヤーがないこと、および特権命令の
エミュレーションがないことを意味します。また、カーネルは 1つのみであるた
め、ディスクおよびRAMに保持する必要があるカーネルのコピーは 1つのみです。

追加の隔離およびセキュリティーとして不変ゾーンを構成でき、これは読み取り専
用のルート (/)ファイルシステムを持つゾーンです。不変ゾーンによって、ゾーン
を「ロックダウン」することができ、これはゾーン内の特権ユーザーであってもシ
ステムファイルを変更できないことを意味します。

Oracle Solaris 10ゾーンでは、Oracle Solaris 11 OS上でOracle Solaris 10アプリ
ケーションを実行する BrandZテクノロジを使用します。アプリケーションは、非大
域ゾーンによって提供されるセキュアな環境内で、変更されることなく実行されま
す。solaris10ブランド非大域ゾーンを使用することで、Oracle Solaris 10システムを
使用して、アプリケーションの開発、テスト、および配備を行えます。これらのブ
ランドゾーン内で実行されるワークロードは、カーネルに加えられた機能拡張を利
用し、Oracle Solaris 11リリース上でのみ利用できる革新的技術のいくつかを使用で
きます。

Oracle Solarisゾーンの概要
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Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理の使用についての
詳細は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Oracle Solaris Zones, Oracle Solaris 10 Zones,
and Resource Management』および『Resource Management, Oracle Solaris Zones, and
Oracle Solaris 10 Zones Developer’s Guide』を参照してください。

Oracle VM Server for SPARCの概要
Oracle VM Server for SPARC (以前の Sun Logical Domains)は、単一の SPARC Tシリーズ
サーバー上で複数のOSインスタンスを同時に実行する SPARCハイパーバイザ仮想
化ソリューションです。Oracle VM Server for SPARCソフトウェアを使用すると、論理
ドメインと呼ばれる最大 128台の仮想サーバーを単一マシン上に作成できます。こ
うした構成により、SPARC TシリーズサーバーおよびOracle Solaris OSが提供する大
規模なスレッドを活用できるようになります。またOracle VM Server for SPARCで
は、ゾーンやリソース管理などのOSレベルの仮想化機能も使用できます。

各論理ドメインは、単一マシン内に独自のオペレーティングシステムと識別情報を
保有し、次に示すようなリソースの個別の論理的なグループで構成されます。

■ カーネル、パッチ、およびチューニングパラメータ
■ ユーザーアカウントおよび管理者
■ ディスク
■ ネットワークインタフェース、MACアドレス、および IPアドレス

各論理ドメインは、サーバーの電源の再投入を必要とすることなく、互いに独立し
て作成、破棄、再構成、停止、起動、リブート、およびライブマイグレーションで
きます。

異なるドメインでさまざまなアプリケーションソフトウェアを実行でき、パ
フォーマンスおよび安全性の目的から、これらを独立した状態にしておくことがで
きます。各ドメインは、ハイパーバイザがそのドメインに対して利用可能にした
サーバーリソースに対してのみ、監視および対話が許可されています。論理ドメイ
ンManagerによって、ユーザーは仮想マシンを作成し、ハードウェアリソースをそ
れに割り当てることができます。論理ドメインManagerは制御ドメイン内で実行し
ます。ハイパーバイザはサーバーをパーティション分割し、サーバーリソースのサ
ブセットをそれぞれ独立した仮想マシンに提供します。このパーティションの分割
と提供は、論理ドメインを作成する場合の基本的なメカニズムです。

ハイパーバイザソフトウェアは、論理ドメインが相互に通信できるようにする論理
ドメインチャネル (LDC)も提供します。Oracle VM Server for SPARCは LDCを使用し
て、仮想ネットワークおよびディスクデバイスサービスを提供するOracle Solaris
サービスドメインに対して、ゲスト仮想マシンの入出力処理をオフロードしま
す。これらのサービスドメインは、仮想入出力を提供するOracle Solarisのパ
フォーマンスおよび可用性のための機能を活用し、モノリシック設計に比べて小さ
く効率的なハイパーバイザカーネルの使用が可能になります。シングルポイント障
害を排除して高可用性を提供するために複数のサービスドメインを構成できま

Oracle VM Server for SPARCの概要
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す。ドメインの役割についての詳細は、『Oracle VM Server for SPARC 2.2管理ガイ
ド』の「ドメインの役割」を参照してください。

サービスプロセッサ (SP)はシステムコントローラ (SC)とも呼ばれ、物理マシンを監
視および実行しますが、論理ドメインは管理しません。論理ドメインManagerが論
理ドメインを管理します。

Oracle VM Server for SPARCの詳細は、『Oracle VM Server for SPARC documentation
(http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html)』を参照
してください。

Oracle VM Server for x86の概要
Oracle VM Server for x86は単一マシン上で複数のOSインスタンスを同時に実行する
x86仮想化ソリューションです。Oracle VM Server for x86はオープンソースXenプロ
ジェクトに基づいています。Oracle VM Server for x86ソフトウェアは、ゲストドメイ
ンを管理する特権ドメイン (dom0)と、ワークロードを実行する非特権ドメイン (domU
とも呼ばれる)をサポートします。Oracle VM Server for SPARCの制御ドメインと同
様、dom0ドメインにより、小さくかつ効率的なハイパーバイザの使用が可能とな
り、可用性が向上します。Oracle VM Server for x86ソフトウェアは、ゲストドメイン
でのOracle Solaris OSの実行をサポートします。Oracle Solarisゲストドメインで
は、ゾーンやリソース管理などのOSレベルの仮想化機能も使用できます。

Oracle VM Server for x86には、Oracle VM Managerと呼ばれるブラウザベースの管理
ツールが含まれています。Oracle VM Managerを使用して、仮想マシン、物理
サーバープール、およびネットワークをプロビジョニングおよび管理します。

Oracle VM Server for x86製品についての詳細は、『Oracle VM Server for x86
documentation (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/
vm-096300.html)』を参照してください。

Oracle VM Server for x86の概要
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